
「 プレーするのはあなたじゃない！ 」

＜ 親のための１０の心得 ＞

① 試合や練習を⾒に⾏ってあげましょう。
子供はそれを望んでいます。

② 試合ではすべての子供を応援してあげましょう。
自分の子供だけではいけません。

③ 調⼦の良い時だけではなく調⼦の悪いときも勇気づけてあげましょう。
批判ではなく、ポジティブな声をかけてあげてください。

④ コーチの選手起用を尊重しましょう。
試合中に選手起用について影響を与えようとするのはやめましょう。

⑤ レフリーはインストラクターとみなしましょう。
レフェリーの判定を批判してはいけません。

⑥ ⼦供が参加することを刺激し、勇気づけてあげましょう。
プレッシャーを与えることなくプレーに参加させてあげましょう。

⑦ 試合がエキサイティングだったか、楽しかったか、聞いてあげましょう。
試合の結果だけを聞くことのないようにしましょう。

⑧ 節度を守り、分別のある⾏動をとりましょう。
何事も度を越して大げさになってはいけません。

⑨ ⼦供たちのために全⼒で協⼒しあいましょう。
保護者と指導者間のミーティングでは、明確な指針を持ち、
どのような態度で子供に接するのかを話し合いましょう。

⑩ 忘れないでください、サッカーをするのはあなたの子供です。
決してあなた自身ではありません！


